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2022.3.9
前橋市 未来政策課 谷内田 修

前橋市の取組

官民ビックデータを活用した
ＥＢＰＭの推進

前橋市スーパーシティスマートシティ構想
デジタル田園都市国家構想対応
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＜参考：2月24日第4回デジタル田園都市国家構想実現会議＞

前橋市の取組〜デジタル基盤整備〜

① デジタル基盤の統合ID（まえばしID）

② （株）前橋めぶくグラウンド

③ デジタル＆ファイナンス未来型政策協議会によ
る自治体連携（横展開）

④ 実装の一例（MaeMaaS）



前橋市の未来への方針(DX推進)

・「誰一人取り残されない」「個別最適化」

・「安全安心が大前提・最優先」

・「みんなのアイデアを官民一体で推進」

2
7



4

官⺠共創のまちづくり

2016年︓「太陽の会」発⾜

2019年︓「アーバンデザイン」作成

2019年︓「前橋デザインコミッション」設⽴

2020年︓「先進的まちづくり⼤賞」受賞

⺠間主導による前橋ビジョンの制定
（2016年）

⽩井屋ホテルの開業
（2020年）

「太陽の鐘」の設置
（2018年）

「⾵の会」の発⾜
（2016年）

前橋イベント開催
（2019年）

「前橋まちなかまちづくり ファンド」設⽴
（2021年）



官⺠共創まちづくり DXの検討加速 DXの実装期

これまでの歩みとこれから

令和4年夏
デジタル⽥園都市国家構想推進交付⾦

TYPE3事業サービスリリース期限

平成28年
⺠間主導による

前橋ビジョンの制定

令和2年10⽉
スーパーシティ準備

検討会設置

令和4年2⽉
内閣府｢スーパーシティ構想の実現に
向けた先端的サービスの開発・構築等

に関する実証調査業務」採択
「交通テック×脳テック」事
業

令和3年4⽉
スーパーシティ区域指定申請

(10⽉に再提出)

令和3年8⽉
スマートシティ事業４府省合同審査

にて全国最多３事業が選定
 まえばしIDの構築及び地域「講」モデルで

の地域⾦融再興(内閣府 未来技術社会実装)
 MaeMaaS（前橋版MaaS）社会実装事業(⽇

本版MaaS)
 官⺠ビッグデータを活⽤したＥＢＰＭ推進

事業(スマートシティモデルプロジェクト)

DX推進3原則
を策定

令和元年度・2年度
４府省関連事業に

計５事業採択

前橋市の未来への方針（DX推進３原則）

「“誰一人取り残されない”
“個別最適化”したサービス」

「安全安心が大前提・最優先」

「みんなのアイデアを官民一体で推進」
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国土のほぼ中央に位置し、東西南北の道路網が交わる物流拠点

群馬県都であり、人口３４万人を抱える中核市

四季折々の美しい風景を舞台に多くの詩人が活躍した「詩のまち」

前橋市～水と緑と詩のまち～

近代には全国有数の養蚕基地として名を馳せた「糸のまち」

都心から約１００ｋｍの近さと自然災害の少なさから「首都機能バック
アップ都市」としての潜在性

前橋市の紹介

日本のほぼ中央
に位置している
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医療学術都市

29.9分

1
200

■人口２００人あたりの医師数

■救急事故連絡から医療
機関収容までの所要時間

先進医療件数

１
群⾺⼤学病院の先進医療件数/
前橋市調べ
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前橋市の取組
（官民共創のまちづくり）



めぶく。

Where good things grow.
その芽は、まだ小さい。
風に吹かれ、雨を待ち、太陽の熱さにその身をあずける。
そしていつか、枝をつけ、葉を繁らせ、
強く太い幹となる日を夢見ている。
人は芽だ。この地は芽だ。そしてつながりは芽だ。
いまは幼い芽だけれど、未来の大樹を隠し持つ芽だ。

Where good things grow.
この地ではじまる、芽ぐみ。
ここから、よきものが伸びてゆく。

いくつもの芽が育ち、やがては大きな森をつくっていくだ
ろう。

Where good things grow.
わたしたちは、この地の芽吹きのために、
未来に希望の森を見るために、
厳しくも優しい風になろう。
慈しみの雨になろう。
そして、なによりも熱い太陽になろう。

Where good things grow.
きっと、芽吹く。
前橋の大地の下にはたくさんの種が、そのときを待って
いる。 10



都市魅力アップ共創（民間協働）推進事業

 企業等で、前橋市が抱える課題の解決や新たな価値の創造等につがな
るものを提案し実施（＝事業機会の創出）

 前橋市が費⽤等を⼀部負担することも可能

＜前橋ビジョン策定プロジェクト＞ ＜AI活用による市民アンケートの分析＞

（一財）田中仁財団との共創 （株）Insight Techとの共創
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前橋のDNA（ｽﾃｲｸﾎﾙﾀﾞｰへのｲﾝﾀﾋﾞｭｰ）
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前橋ビジョン発表会 2016.8.3
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●岡本太郎
太陽の鐘

■太陽の会
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Green & Relax 構想



シンボル太陽の鐘設置 News Picksトークイベント

白井屋ホテル再開発“食”の魅力開発

タブロイド紙他、コミュニケーション設計
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⺠間の⼒ ⾏政市⺠

行政のみが主導するのではなく、民間の力を大きなエンジンとして

前橋の街のバリューを高めている取組が始まっている
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めぶく

デザイン都市

Well-being/Well-design

Green & Relax

IT（イト）の町（最新技術の実証実験特
区）

⼈が育つ町

地元の⾷材と味の可能性が拡張する

住んでいる⼈／⼦供の
デザイン・アートに対する感性が育つ

クリエーティブ・クラスの⼈たちが集い、
新しい価値が⽣まる街になる

⾼齢者も⼦供も、
圧倒的に便利でくらしやすい⽣活

⽇本のデジタル産業の可能性を
試せて、拡張できる街

デジタルの才能が集い、出会える街

都市で最先端の仕事をしながら、
⾃然を感じられる⼈間らしい⽣活

ただ街を歩くだけでも⼼地よさを感じ、
精神的な健康が促進される街

いくつになっても、学びなおし、
起業にチャレンジできる街

最先端のデジタル教育を
⼦供も⼥性も⾼齢者も受けられる

「本当にいいもの」「⼀流の⼈」
に触れて感性が育つ街

Value

緑、広場が防疫の役割も果たす
Well-beingな街
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前橋市の取組
未来型政策の推進

（官民ビックデータ活用による
EBPMの推進）



マイナンバーカード１枚でできること “前橋モデル” の将来像

⺟⼦健康情報から始まるＰＨＲ

災害対策

救急時利⽤

健康保険証・診察券のワンカード化

バイタル情報・お薬情報 多⽬的利⽤・交付⽀援

公共交通利⽤⽀援（マイタク）

病院・診療所の画像連携

●乳幼児健診や予防接種のデータ連携
●⾃治体情報配信
●お⺟さんのお楽しみ機能
●情報共有機能

●タクシー⾞内のタブレットにマイナンバー
カードをタッチするだけで運賃割適⽤

●運⾏データを分析し交通政策に活⽤
●外出の⽬的である“通院”“買い物”の⽀援
●ＡＩ，⾃動運転との
連携

●マイナンバーカードで診察受付
●将来的にはオンラインで保険資格の確認

●患者はマイナンバーカードの本⼈認証を
⽤い医療機関間で情報共有

●ＣＴやＭＲＩ、検査結果などを画像として
情報連携

●⽇々のバイタル情報をマイナンバーカード
に紐づけて保存、閲覧

●電⼦お薬情報もマイナンバーカード連携で
情報紐づけ

●本⼈が意識をなくしてしまっていても、
救急時に必要な情報を救急隊に提供
（既往歴、連絡先、アレルギー等）

●救急隊は搬送先に情報を事前送付
●５Ｇとの連携でさらに⾼度化

●避難所にてマイナンバーカードでチェック
イン、避難者リストを瞬時に作成

●避難確認を家族にて共有
●災害に強い前橋市は５Ｇを⽤いさらに避難
者受け⼊れの⾼度化を

●郵便局でのマイナンバーカードの交付⽀援
●マイキープラットフォームと連携した前橋
ポイントの活⽤

●マイナポ、マイナポＡＰＩの活⽤

凡例：■既にサービス提供しているもの ■実証実験を実施したもの ■未着⼿のもの



地域経営とは、これまでのように⾏政を頂点として
地域課題の解決を⽬指すのではなく、市⺠、企業・団体、
⾏政それぞれが⾃分ごととして地域の課題を捉え、
⾃主的・⾃律的に、また連携して課題解決に取り組むこと

これからのまちづくりのキーワード

地域経営

市役所の役割は、それぞれの主体的な活動を
「促し、つなげ、⽀援する」こと
【地域で共有していく⽅向性（第七次前橋市総合計画）】

ビジョン「めぶく。~良いものが育つまち~」
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様々なステークホルダーとの

①⽬線合わせ （議論の前提となる現状の共有）と
②納得感醸成（事業の効果とマイナス⾯の具体的な認識）

が重要

それぞれの主体的な活動を
「促し、つなげ、⽀援する」 ためには、

エビデンス（根拠となるデータ）が不可⽋
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ポイント

１ 何を考えているか︖
(部⾨の最適化から全体最適化へ)

２ 何をしているか︖
(ビックデータを活⽤した

新たな空き家実態調査モデル)

３ 何を⽬指しているか︖
(街のDX)

24



１ 何を考えているか︖
(部⾨の最適化から全体最適化へ)
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都市の暮らしやすさ、多様性、寛容性をベースに
街や⼈が幸せになる新たな価値の創造（めぶく）に

挑戦する⼈やコトを⽀える

①ミッション

⺠間共創 市⺠・⼤学との連携 未来型政策
都市魅⼒アップ
前橋ビジョン
太陽の会
太陽の鐘

 めぶくプラットフォーム
⼤学連携
前橋〇〇特区

 EBPM
 MaaS、⾃動運転
 ICTまちづくり
成果連動

市のミッションと主な取り組み

②主な取り組み
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取組の背景

２
３

多くの⾃治体では⼈⼝減少の問題が顕在化



様々なステークホルダーとの

①⽬線合わせ （議論の前提となる現状の共有）と
②納得感醸成（事業の効果とマイナス⾯の具体的な認識）

⼈⼝減少、空き家対策等の
複雑な課題（≠複合的な課題）を解決するためには

エビデンス（根拠となるデータ）が不可⽋

部⾨の最適化から全体最適化へ

取組の背景
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システム思考（コレクティブインパクト）

群盲象をなでる（評す）
・それぞれの当事者は象の異なる部分を触る（部⾨の最適化・傷⼝に絆創膏）
・個々に焦点を当てること(部⾨の最適化)からそれらの出来事を起こすシステム構造を理解し、再設計する

参考︓デイビッド・ピーター・スロー「社会変⾰のためのシステム思考実践ガイド」

取組の背景
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【分野】

【政策群】

魅⼒ある交流空間づくり
⾃動⾞利⽤からの転換促進 活⼒ある市⽴前橋⾼校の実現 効果的・着実な政策推進

地域に貢献する⾼等教育機関の充実

幹線道路等の整備 廃棄物の適正処理と処理施設の整備・充実 地域における⼦育て⽀援の充実 幼児教育の充実 公共施設ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄの推進

活⼒ある商業地の形成
利⽤しやすい公共交通体系整備 ⽀援を必要とする家庭や児童への対応 ⼩中学校教育の充実 ⾃⽴性の⾼い財政運営

⼈間性豊かな⻘少年の育成 ⼀⼈ひとりを尊重する社会の推進

魅⼒ある景観の形成 時代のニーズに応えた経済活動の促進

⽣き⽣きと働ける環境づくり
ごみ減量・資源化の促進 親と⼦の健康・福祉の増進 学校経営の充実 効果的な⾏財政運営の推進

市⺠⼒・地域⼒の発揮

暮らしやすい市街地の整備 環境保全啓発・学習の推進 安⼼して医療が受けられる環境づくり 競争⼒ある新技術・新産業の創出 ⽂化と暮らしを⽀える図書館の充実 開かれた⾏政の推進

快適な都市空間の創出 緑豊かなまちづくりの推進 ⽣涯をとおした健康づくり 中⼩企業の経営体質・基盤強化 学びと地域づくりを結ぶ⽣涯学習の推進

良好な居住空間の形成 積極的な環境改善の推進 ⽣活衛⽣の確保と健康の維持 地域特性を活かした産業⽴地・企業促進

教育・⽂化 協働
⾏政経営

都市計画部・建設部・政策部等 環境部 健康部・福祉部 産業経済部・農政部・⽂化スポーツ観光部 教育委員会・⽂化スポーツ観光部 総務部・財務部・政策部・市⺠部

暮らしの基盤
安全安⼼ 環境 健康・福祉 産業活⼒

総合計画

良好な都市基盤の整備

円滑な都市交通網の整備

良好な環境の保全・創造

循環型社会の形成

市⺠の健康増進

安⼼して⼦育てできる環境づくり

活気ある産業経済活動の促進

中⼼市街地のにぎわい創出

豊かな⼈間性を培う社会教育

考える⼒を育む学校教育の推進

市⺠・地域⼒を活かした市政運営

経営感覚を持った⾏財政運営

（今まで） ⽬的と⼿段の関係で体系化されている
取組の背景

30



（これから）新政策思考
政策を取り巻く現状
＜前提︓ 政策 = 理想と現実をつなぐ⼿段＞
☆課題・問題が複雑化している
☆官⺠ビックデータ、ＵＤＸを活⽤
新しい特徴
①ビジョン（新しい価値の創造）
②ＥＢＰＭ＋ファクトフルネス
③従来の課題最適化と全体最適化のバランス
④チャレンジ・アジャイル
新プロセス(⾼速に廻す新しいＰＤＣＡ)等の⼿法

取組の背景
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２ 何をしているか︖
(ビックデータを活⽤した
新たな空き家実態調査モデル構築)
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⽇本全国の空き家率

（過去最⾼）
各⾃治体には、適切な管理及び利⽤促進が

求められている・・・しかし

取組の背景



予算 時間 判断
① ② ③

外部委託に
かかる経費
（市全域）

1,310万円

年度初発注
↓

年度末納品

対策は翌年度

外観のみで判
断できない、調
査員による偏り

判断ばらつき

実態調査の３つの課題
取組の背景



だからといって諦めない
↓

産学官連携とICT技術で解決

取組の背景



市が保有するクローズドなビッグデータを活⽤し、
空き家の状況を推定・可視化

取組の背景



クローズド
データの
活⽤⼿続
き

空き家率
の推定

ダッシュ
ボード構
築

データを
活⽤した
空き家実
態調査

産
（企業）

学
（⼤学）

官
(⾃治体)

① ② ③ ④
取組の背景



取組の概要
①クローズドデータの活⽤⼿続き

（官︓前橋市、産︓三菱総合研究所）

⾃治体が
保有する
データ

オープン
データ

クローズド
データ

個⼈情報
保護審査会

デ
␗
タ
蓄
積
・
加
⼯

⽬的外
利⽤申請 了承



②空き家の推計（学︓東京⼤学）
取組の概要

※⾚字︓空き家推定に利⽤

住⺠基本台帳 固定資産税台帳 ⽔道使⽤量
所在地、
転出先住所、
性別、年齢、続柄

所在地、所有者住所
建築年、建物⽤途、構造、
地積、地⽬、⼟地形状

所在地、
⽉別使⽤量

地図上での対応

推定値の算出
建物ごとの空き家確率推定モデルの構築



建物ごとの空き家率の推定結果

取組の概要



③ダッシュボード構築（産︓帝国データバンク）

取組の概要

〇空き家推定結果を踏まえながら、実態調査を実施する
〇結果をリアルタイムに反映し、スピーディな状況把握・施策検討に繋げる

本部担当者が⾒るダッシュボード

フィールドワーク⽤アプリ

※フィールドワーク⽤アプリに⼊⼒された情報を
リアルタイムで把握可能



取組の成果

【現地調査結果】

〇空き家推定値と現地調査結果は、⽐較的⾼い割合で
合致していることが確認できた

〇今後、空き家推定の確度を上げ、実⽤化や他⾃治体への
横展開に向けて取り組んでいく

定量的な効果

空き家であった 居住者がいる 合計

⾼い
（＝0.5以上） 約８割（76.9％） 約２割（23.1％） 100％

低い
（＝0.5未満）

約３割（31.0％） 約７割（69.0％） 100％

︻
空
き
家
推
計
値
︼



取組にあたって要した経費

円
・本取組により得られた知⾒やノウハウを標準化すれば、
低コストで、他⾃治体への横展開が可能

取組の成果



実証実験の取組内容：官民ビッグデータを活用したＥＢＰＭ推進事業➀

※実装に向けた課題解決のために本実証実験で実証したい仮説、仮説の検証に必要な実証実験の具体的な内容
（対象分野、関係者、全体像との関係、先進性等）、検証方法、実施時期、金額規模について記載。
※「スマートシティ実証調査」（国土交通省都市局：令和３年度 ２．２億円）による支援に採択されなかった場合に、

国土交通省都市局 78

近年，⽇本では全国で空き家が増加し続けており，その空間分布の把握は⽇本全国の⾃治体における空き家関連業務に
おいて⼤きな負担となっている。これを先⾏分野とし，⼿法の開発、実証、⼿法同⼠の融合を図ることで，全国の⾃治体でも
適⽤可能な普遍性が⾼い空き家の空間分布把握技術を我が国で初めて確⽴することを⽬的とする。

① 官⺠ビッグデータを
活⽤する⼿法（別途実施中）

② ドローンを
活⽤する⼿法（別途実施中）

③ 建物外観＋AIを
活⽤する⼿法（今回実証）
空き家率⼤

①②③の⼿法を融合した建物単位の空き家判定技術の実現
（様々なデータの組み合わせが可能）

⾃治体において利⽤可能なデータ・予算に応じた空き家調査⼿法の提供
⾃治体の空き家対策⽀援



３ 何を⽬指しているか︖
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今後の⽅向性
スマートシティモデル事業（重点事業化プロジェクト）採択



官⺠ビックデータの活⽤によるＥＢＰＭの推進
デジタルジオラマによる⾼速ＰＤＣＡ

産学官⺠のコミュニケーションプラットホーム

都市を丸ごとアップデートする
スマートシティ（街のDX）

まちづくりをビジネス化するための
新しいグランドデザイン
新しいファイナンス

今後の⽅向性
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前橋市
スーパーシティ
スマートシティ
構想



ＡＩ、ビックデータ等の最先端の技術を活用し、未来の暮らしを先
行実現する「まるごと未来都市」。データ連携基盤をベースとした
規制改革を伴う複数分野のスマート化の取組を同時に暮らしに
実装し、社会的課題の解決を図る。
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背景
第４次産業革命（IoT、ビックデータ、 AI等）に対応する社会＜
Society5.0＞や実証（実験）でなく実装の取組が世界と比べ
て遅れている日本の成功モデルを作り、全国に展開する。

5

Data Once Policy

MaaS

AI

WiFi
ICT

ICT
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前橋めぶくグラウンド構想（再構成版）
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まえばしデジタル⾃治プラットフォーム・インフラ先端的サービス（各サービスのプラットフォームを含む）

﹁
技
術
が
⼈
に
寄
り
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う
﹂
︑
﹁
先
端
的
﹂
で
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パ
␗
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﹁
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ド
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つ
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な
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︑
⼀
⽣
学
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︑
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︑
新
た
な
価
値
が
め
ぶ
く
街

ス
␗
パ
␗
シ
テ
␽
×
ス
ロ
␗
シ
テ
␽
が
実
現
す
る
︑
多
様
な
⼈
が
︑

「誰⼀⼈取り残さない」ための「先端的」で「パーソナライズ」されたまちづくりに必要な“広範かつ⼤胆な規制改⾰”
（「少⼈数学級・修得主義」、「レベル4⾃動運転・ライドシェア」、「マイナンバーカードの未来形の先⾏実現」など）

デジタルインフラ︓
「データ連携基盤」と

「まえばしmobile(通信網)」

取組実績︓
本申請に先⽴ち既に実施しているスマートシティ関連の

豊富な取組実績

セキュリティ︓
個⼈情報に適切に配慮した

プライバシー対策の実施

基盤
めぶきを⽣み出す

⺠間による⾃発的な活動︓
（太陽の会／GIA・GIS・GPA／

MDC ／MMA ）

市内の各種団体の関与︓
産業界等や医師会等の

市内の各種団体の積極的な関与

スーパーシティへの取組意欲︓
スーパーシティ準備検討会／

159社の事業者公募

⼈
めぶきを⽣み出す

官⺠⼀体で中⻑期的な
投資を可能にする

新しいファイナンススキーム

仕組み
めぶきを⽣み出す

デジタルデバイド対策︓
市⺠のデジタルデバイド対策を実施誰もが
安⼼して先端的サービスを活⽤できるように

⾏
為
⾃
体
が
不
要
な
社
会
⽣
活
を
実
現
す
る
た
め
の
真
の
未
来
型ID

﹁
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⼿
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ル

︓

グ
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㈱
前
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ぶ
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０.提案書の構成・前提等



社会のプラットフォームにはサービス分野横断型のプラットフォームと、サービス分野別のプラットフォームが存在する。
我々はそのような⼆階層のプラットフォームを意識して規制改⾰案を提案する
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まえばしデジタル⾃治圏

(株)前橋めぶくグラウンド

まえばしID
デジタル市⺠権

まえばしデジタル⾃治プラットフォーム

【学育プラットフォーム】
少⼈数学級・修得主義

【交通プラットフォーム】
レベル4⾃動運転・ライドシェア

学育分野 交通×脱炭素分野 ヘルスケア
分野

雇⽤
分野

ジェンダー
分野

サービスA サービスA サービスA

【ヘルスケア
プラットフォーム】

・・・・・

【雇⽤
プラットフォーム】

・・・・・

【ジェンダー
プラットフォーム】

・・・・・

サービス
分野別

PFレイヤー

横断型
PFレイヤー

サービス
A

サービス
B

サービス
レイヤー

サービス
A

サービス
B

1 ２

３

・・・PF指向に基づき本提案にて規制改⾰を求める範囲【凡例】

前橋市の考えるプラットフォームの定義



前橋市スーパーシティ構想の構成
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１）「安全安心」が大前提・最優先

（オプトイン＜安全に市民合意のもとに必要な時に必要
な情報を利用＞を前提に最新技術を活用）
２）ビジョン・コンセプト・テーマ
３）人を中心とした１２の先端的サービス

人が学び育つ、人がつながる、人の体が軽やかに、人の心が豊かに

４）まえばしID等の５つの先端的インフラ
①まえばしIDの活用②まえばしmobile通信網
③ファイナンス④デジタルデバイド⑤セキュリティ



スローシティ（３０か国２３６都市）
日本では気仙沼市と前橋市だけ：
前橋市は日本で推進役割

• 多様性や寛容性をベースにゆったりとした暮らしで
心身ともに健康的な生活を送る

• 地域固有の文化・風土と市民のライフスタイルを

尊重する新しいまちづくり

• 違いはチカラ、違いが豊かさ
• 今までは「障害者」や「LGBT」等の様々な人もいる

「障害者」や「LGBT」等の様々な人がいることで
食卓同様に社会が豊かになる
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ポイント 「安全安心」

個人のプライバシーを守るセキュリティを最
優先に

市民合意のもと必要な時に必要な情報を安
全に利用＜オプトイン＞

＜法的根拠＞＜分散型データ＞

＜リスク管理（保険）＞＜最新技術＞
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セキュリティ・プライバシーに関する補⾜（1/3）

56

Ⅴ（2）.セキュリティ・プライバシー

まえばしデジタル⾃治圏は、市⺠を主語としたデータの流通
圏であり、⼤量の個⼈情報/個⼈に紐づくデータの流通が⾏
われるセキュリティ・プライバシーに関する懸念があれば、データ
の流通やスムーズな利活⽤は到底不可能

⾼度・堅牢なセキュリティ・プライバシーの確保が、⼤胆な規制
改⾰の⼤前提である

セキュリティ・プライバシーの重要性 前橋市ならではの確保アプローチ

先端知⾒を有する
アドバイザーを登⽤し、

スマートシティのセキュリティ・
プライバシーに関する
ベストプラクティスを

全国に先駆けて実装

1. プライバシーインパクト評価
2. 秘密計算・秘密分散
3. クロスドメイン認可
4. まえばしmobile(通信網)

個⼈情報データ漏洩や
プライバシー侵害による

潜在的な
損害賠償額に対する保険

下記の要因で保険会社が保険リスク
を合理的に抑え付保することが可能
1. まえばしIDによるなりすまし防⽌
2. ⺠間資本の⼊ったまちづくり会社

が合理的かつ透明性をもって個
⼈情報を管理

法的裏付けのある
電⼦署名の使⽤

電⼦署名法および公的個⼈認証法
による推定効等が適⽤されるため、
サービス提供者や利⽤者が不当な法
的リスクにさらされることがない

分散型データ連携

特定のシステム等にデータを集中させ
るのではなく、各所のデータが分散した
状態のまま必要に応じて連携させる
技術を⽤いることで、潜在的なリスク
を軽減

詳細後述

１

２

３

４

詳細後述



セキュリティ・プライバシーに関する補⾜(2/3) 
デジタル社会の黎明期における保険の重要性

57

前橋ならではの強み 社会の変⾰期における保険の重要性

個⼈情報データ漏洩やプライバシー侵害による潜在的な損
害賠償額は巨額であり、合理的に保険リスクが抑えられて
いない限り⺠間保険会社による付保は不可能である。保険
が存在しない場合、データ提供者・データ管理者双⽅にとっ
て安定的な運営とスムーズなデータ流通が不可能である。

この点、前橋スーパーシティ構想においては、下記の要因によ
り合理的なリスク制御が可能であり、付保が可能である
１．まえばしIDの活⽤により、不正ななりすましによる情報

漏洩のリスクが⼗分に軽減できる
２．⾃律的な経営規律をもった⺠間出資のまちづくり会社

がデータ管理を担うため、最先端の技術を駆使して堅
牢な管理とリスク低減を⾏う合理的なインセンティブが
ある

３．⺠間出資のまちづくり会社を適切なガバナンスのもと運
営を⾏うため、管理の透明性を担保できる

このような保険の引き受けを当市の登録事業者たる
⼤⼿損害保険会社が積極的に検討している

⾃動⾞社会の
黎明期

⾃動⾞は⾮常に危ない
というリスク懸念が

普及の妨げ

デジタル社会の
黎明期

個⼈データの流通や利
活⽤は⾮常に危ないと

いうリスク懸念が
流通の妨げ

⾃動⾞
保険

個⼈情報
漏洩リスク

保険

⾃動⾞保険の登場
により、⼀気に普及

拡⼤

新たな保険の登場
により、本格的なデ
ジタル社会が実現

Ⅴ（2）.セキュリティ・プライバシー



セキュリティ・プライバシーに関する補⾜(3/3)
最先端の技術の採⽤

58

「誰⼀⼈取り残さない」で「誰もが安⼼して先端的サービスを活⽤できる」ために、全ての取組において⾼度なセキュリティ・プライバシーの
確保が不可⽋

セキュリティ・プライバシーに関する世界最⾼⽔準の先端知⾒をもったアドバイザーを登⽤し、未来社会に相応しいスマートシティの
セキュリティ・プライバシーに関するベストプラクティスを全国に先駆けて実装する

基本構想

プライバシー
インパクト評価

(PIA)

秘密計算・
秘密分散

クロスドメイン
認可

アドバイザー
デロイトトーマツサイバー合同会社

プライバシー技術に関する⾼度技術専⾨家
であり、近時諸外国のスマートシティ先進都
市におけるPIA事例調査を実施する等PIA
実務に関する専⾨的な知⾒を有している

NTTコミュニケーションズ(株)

「戦略的イノベーション創造プログラム
（SIP） AIホスピタル実証事業」など、秘
密分散・秘密計算を⽤いた実証の経験、

専⾨的な知⾒を有している。

デロイトトーマツサイバー合同会社

プライバシー技術に関する⾼度技術専⾨
家であり、近時左記の技術に関する研究
参加し最先端の知⾒を有している

 G20 Global Smart Cities Allianceが公表したPIAモデルポリシー 及び JIS X 9251プライバシー影響評
価のためのガイドライン(2020年1⽉公表)を参考にしつつ、全国に先駆けてスマートシティ領域のPIAに関
するポリシーや詳細ガイドラインの策定を進めます

 特に下記の実務上のポイントについては、前橋市スーパーシティの実際の各種事業計画に照らして先⾏
的な研究に着⼿し、前橋市の市⺠の声もふまえつつ設計を⾏う。

 事前評価の⽅法(PIAを実施する範囲の決定⽅法)
 評価結果の公表の是⾮、公表の範囲・⽅法(公表する場合)

 前橋市⺠が安⼼してデータを預けられるように、ISO/IEC 19592-2に準拠した秘密分散⽅式を採⽤した
⾼度なセキュリティを担保したシステムを構築し、機微なデータを取り扱う際の運⽤規定、ガイドラインを
策定

 まえばしIDを活⽤した厳格な本⼈認証と秘密計算技術※を組合せることによる、セキュアでプライバシー
が保護された形で学習データを分析し、パーソナライズされた⾃⾝の才能を⾒える化
※ ⽣データではなく暗号化したデータを分析アルゴリズムを⽤いて計算ることで、個⼈情報に配慮した形
での⽣データと同様の分析を可能とする技術

まえばしIDを⽤いたパーソナルデータ連携基盤に、クロスドメイン認可フレームワーク(※)を適⽤することにより、
「①市⺠本位のアクセス制御」と「②事業者間の容易なデータ連携」を可能にする。
※：「ブロックチェーン」と「User-Managed Access」を組み合わせて柔軟なアクセス制御とセキュアなリソー
ス共有を実現した認可アーキテクチャ

① 認可ポリシーを設定することで、データ共有先をコントロール可能
② ⾃社サービスでは保有しないデータを認可基盤に問い合わせることで連携可能

技術・前橋市としての取組の概要

まえばし
mobile
(通信網)

前⼭利幸 教授(拓殖⼤学⼯学部)
スマホ通信性能の向上から5Gの通信⽅式ま
で「電波」の技術に関する研究者

(株)関電⼯・⽇本通信(株)・⽇本無線(株)
基地局の設置運営に関し豊富な実績を有す
る

セキュアな⾼速度ネットワーク（プライベートLTE）の整備を⾏うことで、医療情報などレベルの⾼い個⼈情
報に関しても関係者間で共有可能にする

Ⅴ（2）.セキュリティ・プライバシー



①まえばしＩＤのポイント

利便性のあるスマホに搭載できて法的根拠のある

“現在”唯一のID（マイナンバーカード＋スマホ＋生体認証）

官民で幅広いサービスに対応できる

 ビックデータを集めるだけでなく

安全安心に個別最適化のサービスを行う

利用者のオプトイン（個人の許諾取引）を

電子署名として残せるエビデンス

市民ひとりひとりが必要な時に必要な情報・サービスを

安全に利用するためのID
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電子署名法の

認定認証局

iPhone及び
Android

スマートフォン

マイナンバーカード
の利用者証明用電子証明書
により本人確認 電子証明書を発行

①まえばしIDとは？
マイナンバーカードによる本人確認を実施した上で
スマートフォン上に電子署名法の認定証明書を発行して
まえばしIDのコアとして使用する仕組み
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①まえばしID「デジタル⽥園都市を⽀えるデジタル基盤としての“まえばしID”」

※デジタル⽥園都市国家構想実現会議（第２回）牧島⼤⾂提出資料をもとに作成

⽬的
デジタル基盤の整備によって、全てのサービスにおいて、必要に応じ、国、⾃治体、⺠間企業、
教育・医療などの準公共分野のサービスを担う機関、ベースレジストリ、インターネット上にあるオープンな情報などに
アクセスでき、データの利活⽤が⾏える環境を整備する

国（府省）・⾃治体サービス 準公共サービス ⺠間サービス
⾏政⼿続

き 社会福祉

防災 教育

医療

エネルギー

環境保全

観光

⾦融

交通

物流

⾏政機関間・官⺠連携⽤のデータ連携基盤

公共サービスメッシュ エリア・データ連携基盤
・官⺠の機関間情報連携
・本⼈同意にもとづく情報提供

・都市基盤データ収集・蓄積
・データ分析・提供

都市の様々なデータ

ベースレジストリ

法⼈情報

アドレス

法律

⺠間企業 ⾃治体等 国・準公共等

就業

企業活動

ヘルスケア

住⺠基本
台帳

地⽅税 社会保障

⾃治体A
住⺠登録他

⾃治体B
住⺠登録他 ・・・

国税

⾏政保有
情報全般

雇⽤保険

法⼈・⼟地
登記

健康保険

資格情報

国税 ハロー
ワーク 健保 ・・・

ガバメントクラウド ガバメントクラウド

…

サービスを横断
した相互連携

官⺠データの安全
かつ効率的な連携

利⽤者⾃ら必要なサー
ビスに応じて情報開⽰

都市データ基盤の⽣
活データの効率的な

連携

まえばしID︓「個別最適化サービスの提供」と「ビックデータ構築」
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まえばしIDとマイナンバーカードの関係性
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Ⅴ（1）.まえばしID

まえばしID構想は、⼤胆な規制改⾰を通じて、マイナンバーカード(公的個⼈認証)制度利活⽤の未来形・発展
形を先⾏実現するものです

マイナンバーカード制度の
発展を妨げる各種の岩
盤規制が現状は存在

スーパーシティ型国家戦略特区による
岩盤規制の改⾰を利⽤

現状規制下では実現でき
ない未来像を先⾏実現

マイナンバーカード(公的
個⼈認証)制度利活⽤

の未来形・発展形



※１：電⼦署名法による認定申請を2021年1⽉に実施。提案⽇現在、最終承認を待っている段階
※２：住⺠基本台帳の⼀部の写しの閲覧並びに住⺠票の写し等及び除票の写し等の交付に関する総務省令の改正(2021.9)で明確化

Ⅴ（1）.まえばしID

②.電⼦署名法認定電⼦証明書
(スマホに発⾏するものとして全国初※1)

①.マイナンバーカード
電⼦証明書

③.その他のデジタルID
(LINE  xID等)

イメージ

法令上の
本⼈確認が求めら
れる⼿続における

利⽤可否※2
不可

1. 法的裏付けがありかつスマートフォンに搭載できる唯⼀のIDである
2. 法的裏付けがなく、厳格な⾏政⼿続では利⽤が認められないような他の⺠間IDとは全く異なる
3. すなわち、法的裏付けのあるただ⼆つの電⼦証明書の組み合わせに⽴脚している、全国で唯⼀のIDである
4. マイナンバーカード電⼦証明書の利便性に加え、電⼦署名法電⼦証明書ならではのフレキシブルさ(制約なく各種の⺠間サービスで利⽤が可能）を

兼ね揃えている
5. 安全性と利便性を兼ね揃えている
6. 電⼦署名法電⼦証明書を⽤いる場合、基本４情報のやりとりがないため、匿名性を担保しながら本⼈確認を⾏うことができる

まえばしIDの意義を理解するための６つのポイント

まえばしIDは①と②の組合せ

可能

安全性と
利便性

可能

安全性

利便性

まえばしIDとマイナンバーカードの関係性
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総務省関係法令に係る情報通信技術を活⽤した⾏政の推進等に関する法律施⾏規則 4条2項 前項の規定により申請等を⾏う者は、⼊⼒する
事項についての情報に電⼦署名(注：公的個⼈認証法にもとづく電⼦署名 もしくは電⼦署名法にもとづく電⼦署名) を⾏い、当該電⼦署名を⾏っ
た者を確認するために必要な事項を証する電⼦証明書と併せてこれを送信しなければならない。
ただし、⾏政機関等の指定する⽅法により当該申請等を⾏った者を確認するための措置を講ずる場合は、この限りでない。

新設規定：法第⼗⼀条第⼀項等の規定による請求⼜は申出を⾏う場合においては、当該ただし書の規定は、適⽤しない

Ⅴ（1）.まえばしID

「総務省情報通信技術活⽤省令」の改正 「まえばしID構想」の適合性
 「総務省情報通信技術活⽤省令」の改正により、住⺠

票の写し等の請求(オンライン⾏政⼿続)における「法律上
正当に認められた電⼦的な本⼈確認・署名の⽅法」は下
記の２つであることが改めて明確になった
1. 公的個⼈認証法にもとづく電⼦署名
2. 電⼦署名法にもとづく電⼦署名

当該改正により、まえばしID構想の下記の前提が改めて
的確なものであると確認できた
1. 電⼦署名法にもとづく電⼦署名と公的個⼈認証法にもとづく電⼦

署名以外に、法律上正当に認められた電⼦的な本⼈確認・署名の
⽅法は存在しない

2. 電⼦署名法にもとづく電⼦署名と公的個⼈認証法にもとづく電⼦
署名は、法律上正当に認められた電⼦的な本⼈確認・署名の⽅法
という意味で同等の効果がある

3. 従って、電⼦署名法にもとづく電⼦署名を公的個⼈認証法にもとづ
く電⼦署名とを併⽤することで、マイナンバーカードの有効性を活かし
つつ、JPKIに由来する技術的な縛りがないことで可能となる追加的な
付加価値をもった、未来型IDを構成することが可能になる

補⾜：改正の内容と影響

上述のただし書規定にもとづいた⺠間のスマホアプリIDを⽤いた住⺠票の写し等の請求の実務が存在していたが、
省令に基づいた(すなわち法律上正当に認められた)⽅法ではないことが明確になった

まえばしIDとマイナンバーカードの関係性



②（株）前橋めぶくグラウンド

これまでの先進的な官民連携をベースにした
長期的・継続的に責任をもって進める担い手であり
まえばしIDの発行主体

民間資本導入の成果連動型の新しいまちづくりファイナンス

による官民一体の「まちづくりイノベーション推進会社」

 適切なガバナンスと強固なセキュリティにより個人情報を堅牢に保護

 長期的・継続的なまちづくりの担い手

前橋市事業者公募：175事業者が参画

 適切なガバナンスと強固なセキュリティにより個人情報を堅牢に保護

 長期的・継続的なまちづくりの担い手
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サービス
提供

前橋市
⾏政サービス

⺠間
サービ
ス１

㈱前橋めぶくグラウンド

前橋市⺠
⺠間
サービ

ス
２

⺠間
サービ

ス
３

・・・

A市⺠ B市⺠＋ ＋

A市
⾏政
サービ

ス

B市
⾏政
サービ

ス

⺠間
サー
ビス
４

⺠間
サー
ビス
５

㈱Aグラウンド ㈱Bグラウンド＋ ＋

②めぶくグラウンドのイメージ・今後の展開
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めぶくグラウンドのビジネスモデル（イメージ）

運営代⾏
費⽤

連携基盤
運営代⾏

市
⺠
・
観
光
客
等

デ
␗
タ

連
携
基
盤

整
備
事
業
者

地
域
企
業
・

地
域
外
参
⼊
企
業

国

前
橋
市

サ
␗
ビ
ス

提
供
者

連携基盤利⽤料

サービス
提供

サービス
利⽤料

サービス
提供

株
式
会
社

前
橋
め
ぶ
く
グ
ラ
ウ
ン
ド

⼤株主
(51%)

マンパワー

マンパワー

事業企画・
サービスの
運営・管理

補助⾦(最先端サービス促進)

補助⾦

サービス
受益

まちづくり構想
アーキテクト

サービス企画の⽀援
データ連携基盤の提供

出資

サービス提供

サービス利⽤料

データの利活⽤や管理に関
するモニタリング・ガバナンス

群
⾺
県

連携
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③「デジタル＆ファイナンス活用による
未来型政策協議会」＜自治体横展開＞

デジタル等の最先端技術と民間資本を活用した新しいファイナンスにより、
街のＤＸを促し、地域課題を共同解決する政策を検討・実装する

10月1日呼びかけ、２月１日総会実施

自治体連携：２５自治体参画

団体連携：日本PFI・PPP協会、C4IRJ（世界経済
フォーラム第４時産業革命日本センター）SCIJ（ス
マートシティインスティテュート）
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Highly Confidential

デジタル＆ファイナンス活⽤による未来型政策協議会（⽬的）

都市の
暮らしやすさ

寛容性 多様性

各地域（例︓前橋市）
【ビジョン・将来都市像】

新しい価値の創造都市
【各政策の推進】

・基本事業（医療福祉、教育、財政改⾰等）
・ソーシャルアクション
・シティプロモーション
・⺠間共創
・未来型政策・・・等

国による「スマートシティ」「スーパーシティ」「ＤＸ」の推進

⾃治体の
真の地域連携デジタル

新しい
ファイナンス
スキーム

こ
れ
ま
で

現

在

こ
れ
か
ら

スマートシティを志向する都市間の緊密な連携のもとに、デジタル等の最先端技術と⺠間資本を活⽤した新しいファイナンスによる
多様な⼿法の導⼊により、都市の変⾰（ＤＸ）を促し、地域課題を共同解決する政策を検討・実施して新たな価値を創造する。

スマートシティ スーパーシティＩＣＴ／デジタル技術

Ｓｏｃｉｅｔｙ5.0

地域課題の解決 新しい価値の創造

持続可能な地域 規制緩和 ２０３０年未来都市

ＩＣＴ／デジタル技術 分野横断

国家戦略特区【リアルとデジタルが融合】

ボーダレス 信託受益権

デジタルツイン
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協議会組織図
＜協議会の⽬的＞【第2条】
スマートシティを志向する都市間の緊密な
連携のもとに、デジタル等の最先端技術と
⺠間資本を活⽤した新しいファイナンス⼿
法を導⼊することにより、都市の変⾰（Ｄ
Ｘ）を促すとともに、地域課題を共同解
決する政策を検討・実施し、それぞれの地
域で新たな価値を創造することを⽬的とす
る

＜協議会の事業＞【第3条】
協議会は次の事業を⾏う
(1)会員相互の情報共有や情報交換
(2)地域課題等の調査・研究
(3)デジタル技術を活⽤した未来型政策に

関する研究
(4)⺠間資本を活⽤した事業成果連動型

の新しいファイナンス⼿法に関する研究
(5)地域課題等の解決のための事業の企

画や共同事業等の実施
(6)協議会活動に関する広報、情報発信
(7)その他、協議会の⽬的に資する事業

デジタル＆ファイナンス活⽤による未来型政策協議会

【加盟市区町村】
群⾺県前橋市
北海道江別市
⻑崎県⼤村市
北海道⼩樽市 群⾺県伊勢崎市
東京都⽬⿊区 ⻑野県上⽥市
愛知県岡崎市 ⼤阪府吹⽥市
⿃取県⽶⼦市 広島県呉市
⼭⼝県下関市 宮崎県都城市
等・・・

（2⽉17⽇現在25市が参画）

◆政策アドバイザー
専⾨アドバイザー
（⺠間企業・研究機関等）

◆連携団体
・スマートシティ・インスティテュート（SCIJ）
・世界経済フォーラム第４次産業⾰命⽇本センター
（C4IRJ) ほか

発起⼈
発起⼈
発起⼈

≪幹事会≫
前橋市未来政策課⻑
●●市企画調整課⻑
●●町企画財政課⻑
●●村総務課⻑ ・・・・

◆協議会運営協⼒
（特⾮）⽇本PFI・PPP協会

≪事務局︓⽇本PFI・PPP協会内≫

前橋市未来政策課


